
　

最
後
に
、
女
性
50
人
委
員
会
へ
対
し
て
、「『
一
人
一
人

の
立
場
に
立
っ
て
、
み
ん
な
で
や
る
！
』の
気
持
ち
で
、

ぜ
ひ
、
薩
摩
川
内
市
が
も
っ
と
住
み
や
す
い
街
に
な
る
よ

う
に
、
提
言
を
出
し
続
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
エ
ー

ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
全
体
研
修
会
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

つ
い
て
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
た
も
つ
ゆ
か
り
先
生
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
家

庭
を
守
る
も
の
」と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
考

え
方
が
、
今
の
社
会
に
は
、
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
元
を
た
ど
る
と
、
明
治
時
代
に
施
行
さ

れ
た
旧
民
法
に
行
き
つ
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
意
識
す
る

し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
男
性
も
女
性
も
、
な
か
な
か
抜
け

出
せ
な
い
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
固
定
的
性
別
役
割
分

担
社
会
の
反
対
側
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
一
人
一
人
の「
多
様
な
生
き
方
」を
認
め
、

一
人
一
人
に
と
っ
て
幸
せ
な
社
会
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

女
性
と
男
性
の
違
い
は
、
女
性
が
子
ど
も
を
産
む
可
能

性
が
あ
る
性
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
で
は
、

多
く
の
女
性
が
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
理
由
で
、
就

業
中
断
す
る
こ
と
に
よ
り
老
後
所
得
の
格
差
が
起
き
て
い

ま
す
。　

　

内
閣
府
が
先
進
国
の
状
況
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
女

性
の
労
働
力
率
が
高
い
国
ほ
ど
、
出
生
率
が
高
い
と
い
う

関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
女
性
の
労
働
力
率
が

高
く
な
っ
た
国
は
、
出
生
率
を
上
げ
る
社
会
環
境
整
備
を

行
う
努
力
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
、
私
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
一
般
的
に
は「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
る
こ
と
」に

差
別
と
偏
見
が
あ
る
よ
う
で
す
。
二
つ
も
三
つ
も
仕
事
を

掛
け
持
ち
し
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
の

お
弁
当
作
り
な
ど
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん

な
一
面
を
見
て
、
あ
れ
こ
れ
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
悪
気

が
無
い
に
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
言
う
人
が
い
ま
す
。
言
わ

れ
る
方
は
傷
つ
き
、
大
変
暮
ら
し
に
く
い
社
会
だ
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
と

て
も
大
変
で
す
が
、「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
る
こ
と
」な

ど
現
実
の
姿
を
、
ま
ず
容
認
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
諦

め
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

■ 

た
も
つ
ゆ
か
り
先
生  

語
録

●
　 

そ
れ
ぞ
れ
生
活
し
て
い
る
立
場
か
ら
も
の
を
見
る

と
い
う
こ
と
は
必
要
だ
が
、
ど
の
生
き
方
が「
○
」

と
か「
×
」と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
人
権
の
問

題

●
　 

次
の
世
代（
子
や
孫
）に
ま
で
、
昔
か
ら
の
大
人
社

会
の
す
り
こ
み
を
渡
さ
な
い
こ
と
も
大
切

●
　 

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
一
人
一
人
が
公
平
中
立
な

社
会
が
理
想
。
多
様
な
立
場
の
人
が
、
活
か
さ
れ

る
仕
組
み
や
自
己
実
現
を
支
え
る
仕
組
み
を
、
み

ん
な
で
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
住
む
薩
摩
川
内
市
に
は
、
各
地
域
か
ら

の
推
薦
や
公
募
に
よ
る「
女
性
50
人
委
員
会
」が
あ
り

ま
す
。
平
成
17
年
発
足
以
降
、
現
在
は
第
４
期
目
に

な
り
ま
す
。

　

４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

ご
と
に
学
習
し
、
女
性
の
視
点
か
ら
市
政
に
対
し
、

政
策
提
言
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
央
図
書
館
の

親
子
ル
ー
ム
新
設
な
ど
も
、
私
た
ち
の
提
言
が
き
っ

か
け
で
事
業
化
さ
れ
た
一
つ
で
す
。

　

市
民
の
一
人
と
し
て
抱
く
素
朴
な
疑
問
や
問
題
点

を
見
つ
け
、
提
言
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
に
対

す
る
市
か
ら
の
前
向
き
な
回
答
を
、
私
た
ち
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
共
有
す
る
の
は
、
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
市
政
に
興
味
を
持
ち
、
研
修
や
学

習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ご
存
知
で
す
か

たもつ　ゆかり　さん
・オフィスピュア代表
・ 地域づくりプランナー・男女共同参画政策
アドバイザー
・ コピーライターを経て、1981年オフィス
ピュア設立
・ 1997年「かごしま女性政策研究会」を設立し、
男女共同参画政策に関わる研究・実践活動
を展開

「
東
北
に
行
っ
て
来
て
強
く
感
じ
た
こ
と
」　
　

　
　
〜
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
い
か
が
で
し
ょ
う
〜

　

内
野
久
子
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

　
（
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

約
１
年
半
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
。
喪
失
し
た
の

は
、
人
命
や
建
物
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
居
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
家
族
。
自
分
が
余
生
を
送
る
つ
も
り
の

自
宅
に
戻
れ
ず
に
い
る
方
々
。
言
葉
を
か
け
合
う
隣
人
の

い
た
地
域
の
喪
失
。

　

時
間
が
結
構
経
っ
た
よ
う
に
み
え
て
も
、
実
は
、
地
域

崩
壊
・
家
族
崩
壊
は
、
ま
だ
ま
だ
修
復
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
・
孤
独
死
・
自
殺
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
人
々
が
心
を
寄
せ
合
う
場
所
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が「
サ
ロ
ン
」で
す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
例
か

ら
も
、
サ
ロ
ン
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
、
活
性
化
や
立
ち

上
げ
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
は
、
本
市
全
体
で
１
８
８
会
場
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
年
齢
・
貧
富
・
性
差
に
関
係
な
く
誰
に
で
も

起
こ
り
ま
す
。
災
害
が
あ
っ
た
と
き
、
減
災
と
復
興
の
基

盤
は
地
域
力
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
頃
か
ら
い
か
に

そ
の
地
域
の
人
々
が
つ
な
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。「
ひ
と
は
人
、
自
分
は
自
分
」と
い
う
生
き
方
の
選
択

を
否
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
鹿
児
島
の
よ
う
に
災
害
の

多
い
地
域
で
は
、「
人
と
つ
な
が
る
」こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
の
地
域
の
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
、
そ
し
て
災
害

の
備
え
の
一
つ
と
し
て
、
一
緒
に
サ
ロ
ン
作
り
を
し
ま
せ

ん
か
。「
備
え
る
〜
つ
な
が
る
〜
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜
サ

ロ
ン
」を
、
あ
な
た
の
地
域
に
も
い
か
が
で
す
か
。

とらいあんぐる

　　　　   ～つぶやきから見える　男女共同参画～　　　　

　「男女共同参画の視点」が、見過ごすことのできない日々の暮らしの中で
のつぶやき（まちづくり塾受講生のアンケートから）と、編集員のため息と
嘆き…一緒に考えてみませんか？

[ 小さい頃、あんたは男の子に生まれたら良かったのにねと言われた。]
・・・・・「性差ではなく個人差」という気付きには、まだまだ時間がかかり
そう…。
[ 子どもに対して、女の子だからこのくらいでいいや、優しい子であればい
いや…と育ててきたような気がする。]
[ 女なので、職業系の学校へ行き、進学するという思いさえもできなかった。
弟は、普通高校へ進学し、大学へも進んだ。]
・・・・・右肩上がりの高度経済成長期、「男は仕事、女は家庭」が主流の考
え方でしたが、「これまでのやり方」がさまざまな問題の原因になってきて
いるようです…。
[ 小学生の頃、学級委員長は男と決められていたことがすごく腹立たしかっ
た。]
[ コミュニティの中で、長は男性にやってもらって、副を女性に。この習慣
いつまで続くの？ ]
・・・・・男尊女卑の意識は、まだ根強く残っているようです。学習の機会
が男女平等であれば、女性もやればできると思います。そして、女性も自
ら手を上げる勇気を！
[あそこが汚れている！？洗濯物が取り入れてない！？気付いたらその人がやれ
ばいいじゃないのー私だけの役目？違うよー！ ]
・・・・・固定的性別役割分担意識には、困ったものです。できる人が、で
きることを、できるやり方でやれば、暮らしやすいのに…。
[ 何をしてもいいよ、と言う夫。そのあとに、家のことをちゃんとやってか
ら…家族に迷惑をかけないなら…とくる。]
・・・・・なぜ、応援するよ！と言ってくれないの～～～
[ 女性はいいよな、簡単に決断して行動に移すことができて。男性は家族を
養うから、簡単に仕事を辞めたり、転職なんてできない。と言われました。]
・・・・・目指すのは、「ともに支え合う」つながりです。がんじがらめに
「男」を背負っているあなたにこそ気付いてほしい…。

　男女共同参画社会は、誰もがその人らしく、生きやすい暮らしを目指し
ています。男だから、女だから…を止めて、「自分らしく」をもう一歩踏み
出しませんか。
　フォーラム（第２分科会川内ぱれっと主催）で、あなたもつぶやいたり、
誰かのつぶやきを聞いてみませんか。暮らしやすい明日への気付きが、あ
るかもしれません。

～アンケート抜粋～

「
ど
ん
な
人
も
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
」

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
茶
話
会
な
ど
行
う
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会（
永
利
町
）

　
（
22
）２
３
５
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＊ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は「
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
編
集
委

員
会
」に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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